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「子どもの哲学(philosophy for children)」とは、対話を通して思考力を深めることを目的とした教育プログラムである。この教育を開発したアメリカ合衆国のMatthew Lipmanは、大学という高等教育機関において学生たちの思考力が著しく低下していることを認識し、考える力の育成を初等・中等教育に組み込むことの重要性を訴えた。1960年代後半から学校の協力を得ながら実践的教育を重ね、思考力を深めるための教育手法の開発に取り組んだ。
子どもの哲学では、「探究のコミュニティ(community of Inquiry)」を育むことを重視し、答えを出すことが難しいと思われる哲学的な問いをみんなで一緒にゆっくり考えながら、論理的思考力を高めていくことを目指している。この教育は、Lipmanが開発した手法を原型とするが、世界のさまざまな国で、それぞれの地域の文化的・社会的ニーズに合わせて、草の根的に発展してきた。日本ではまだ積極的に学校教育に取り入れられる段階に至っていないが、道徳教育に生かす可能性が議論されてきた。
道徳教育の要とされる「道徳の時間」の授業では、子どもたちの心を動かす心情中心主義的な教材や手法が積極的に活用されているが，心が動かされた理由を考える，或いは感情を道徳的な概念と関連づけて語るなど，理性的な思考と併せて感性的な教育を行うことの重要性が指摘されている。対話は，理性的思考の働きを促進するものとして、注目されている。
ただし、思考力を高める教育は、必ずしも道徳的感性の育成に直結するわけではない。真理を突き詰めていく哲学的・論理的思考は、時には重箱の隅をつつくような議論に陥ったり、相手が心の中に閉じ込めておきたいことを引き出すようなプレッシャーを与えてしまったりするからである。
では、哲学対話が道徳教育のアプローチとして発展していくためには、どのような条件が必要となるのだろうか。この問いについて、わたしが研究・実践をしてきた「ハワイ式子どもの哲学」を事例に考察する。
ハワイ式子どもの哲学は、ハワイ大学を母体として、ハワイ州立ワイキキ小学校とカイルア高校を中心に発展してきた。2012年からはさらにアイエア中学校とワイマナロ小中学校にも実践の場を広げ、さまざまなレベルの教育機関で導入が進んでいる。
ハワイ式子どもの哲学では、探究のコミュニティを育むための条件として、次の二つのことを重視している。第一に、子どもたちの問いから対話をすすめることである。探究のプロセスは、不思議に思う気持ちから始まる。教師が対話のトピックを与えるのではなく、子どもたち自身が心に浮かんだ疑問を共有し、そのなかから対話のテーマを決めていく。
第二の特徴は、多様な世界観・価値観を尊重するセーフティ（Intellectual Safety）を重視していることである。移民が多いハワイでは、異なる思想や宗教が共存することが重要であるため、さまざまな考え方を受け入れつつも、物事を深く突き詰めていく感性が重要となる。セーフティは、異なる意見を共有するために必要な基盤であり、対話が深まるための前提条件と考えられている。自分の意見は場違いなのではないか、他の人を感心させるようなことを言わなければならないのではないかなど、発言をためらう気持ちを払拭するために、セーフティの重要性を子どもたちに繰り返し伝えている。
こうした特徴をもつハワイ式子どもの哲学は、思考力の育成だけでなく、学級づくりという目的において、大きな力を発揮してきた。この教育の先駆的実践校であるワイキキ小学校では、Art Costaが提唱するHabits of Mindにもとづき、「思慮深さ（mindfulness）の育成」を教育目標として掲げ、この目標を達成するための具体的手法として子どもの哲学を生かしている。対話の時間を教科教育の合間に組み込むほか、教科の中でも積極的に子どもたちの問いにもとづく探究の場を作っている。
カイルア高校では、非常に深刻な状態にあった校内暴力の問題を改善するために、10年ほど前から子どもの哲学を取り入れた。校内暴力の背景には、人種の対立があったため、自身のアイデンティティや異なる他者との共存などをテーマに対話を生かした教育を進めた。自尊心の欠如や表現力の不足によって、自分の考えを共有できない生徒が多かったが、子どもの哲学の導入によって、異なる視点の共有がいかに自分の考えを掘り下げることにつながるかを実感することができるようになった。多角的な視点で物事を捉える力の向上によって、異質なものへの理解が深まるとともに、読解力や表現力の大幅な向上も認められた。解決が急務だった暴力問題も大きく改善されたとFrancine Honda校長は語る。
こうしたハワイの教育現場での成果から、日本の学校教育にも子どもの哲学を生かしたいとの声があがった。セーフティを重視した探究のコミュニティの構築は、特に道徳教育という観点から注目された。わたしは、2007年から毎年「日米教員交流事業」をコーディネートし、特に道徳教育に力を入れている日本の学校教員をハワイに招き、子どもの哲学を道徳教育に生かす可能性を検討してきた。これまでに約20名の教員が交流事業に参加したが、この教育を道徳教育に生かすことができるかという点については、賛否両論ある。
　子どもの哲学を生かしたいと考えた教員は、道徳的価値の統合、深化において、多様な声を共有する対話の可能性に高い期待をもっている。また学級づくりの手法としても着目している。一方、難しいと考える人からは、子どもの哲学の目指す対話が意見交換のためのコミュニケーションとは異なること、子どもたちの発問にもとづいて対話を進めるのでは、道徳教育（特に道徳の時間）の目標達成につながるとは言えないとの指摘を得た。
　道徳教育や道徳の時間の目的の解釈が人によって異なることが、賛否分かれる理由の一つではあるが、それ以上に重要な課題は、子どもたちの問いを中心に授業を展開することの難しさである。子どもたちの発問が、教師はあらかじめ対話の道筋を用意することができない。どのような結論に至るのかが予測できなければ、学習指導要領に示されている道徳的価値の育成は難しいとされる。また、子どもの哲学では、教師も一人の探究者として真摯に問いと向き合うことが求められる。ただし、このような教師の役割は、従来の教育スタイルに大きな変化を要求する。
　本ワークショップでは、これまでに指摘されている課題をもとに、道徳教育という枠組みにおいて子どもの哲学がどのような可能性をもつかについて、考えを深めていきたい。
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